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　昭和 54年秋，2年目の研修医時
代に研究棟や大学院の若手先輩に
10数回にわたって早朝講義をして
もらいました．Bさんが食道静脈瘤
の内視鏡所見を講義してくれまし
た．Oさんが胃透視の基本を講義し
てくれました．Iさんが胃の解剖を
講義してくれました．Uさんが創傷
治癒の講義をしてくれました．彼ら
にとっては講義の準備も大変だった
ようです．当時の文部教官には若手
がよく勉強するようになったと言わ
れました．研修医にとっても，今
日・明日の臨床に直結する講義は，
学生時代の講義と違って，その後
10年間は役に立つ内容でした．
　そのような内容が，『レジデント
のための　これだけは知っておきた
い！消化器外科』に，わずか 1日で
読破できる量でコンパクトにまとめ
られています．
　例えば，「手術器具の名前」の項に
は，コンコルドエッジ剪刀のことが
出ており，この剪刀を使いこなすこ
とこそ消化器外科医として卓越した
技術の 1つといえると述べられてい
ます．肝門部胆管・空腸吻合術後の
狭窄症例は，肝門部が石のように硬

くなっており，その癒着剝離たるや
至難の業ですが，この剪刀を使って
見事な癒着剝離をやってのける羽生
富士夫先生の手術を見学させていた
だいたとき，「どうして出血しない
のですか？」と思わず質問してしま
いました．すると「癒着剝離は，こ
ちら側とあちら側の血管がちょうど
途絶えるところがある．そこにこの
剪刀を当てれば出血しない」と，思
わずオーッという声を飲み込んでし
まう回答でした．
　羽生先生に執刀いただいた病院に
東京女子医大消化器病センターから
赴任した外科医がいました．彼から
教わった手術のノウハウは忘れてし
まいましたが，前立ちしてくれた彼
が手術場を出るときに「ありがとう
ございました」と言っていた謙虚な
姿勢を忘れません．外科修練が人格
の陶冶を第 1にしてきたのは今も昔
も変わりません．以後，彼の母教室
である女子医大消化器外科の主任教
授は高崎健先生へ，そして山本雅一
先生の時代になりましたが，今でも
消化器外科医の修練は，この教室の
方法が一番よいのだと思っていま
す．

　本書に消化器外科学会のリーダー
から寄せられたコラムが，また読み
ごたえがあります．外科手術におい
て一層アートの面が強いゆえんであ
るという大坪毅人教授．メティエと
いわれる状況をさしているのでしょ
う．「ルノアールの心を，片時も去
らなかったのは，アートという言葉
の濫用によって黙殺されたメティエ
の価値の回復であった．彼の眼に見
えていたものは，基本的な技術が，
師匠から弟子，又師匠になった弟子
から新しい弟子へと伝えられ，練磨
されて行く驚くほど長いときの経
過，無数の無名の個性の発明や工夫
を摂取して生きて行く伝統の命の深
さなのであった」と小林秀雄が述べ
ています．
　初期研修医の皆さんや外科医とし
て第 1歩を踏み出した後期研修医の
皆さんが，この本を手に取って読め
ば，帯にある─やっぱり外科が好き
─な気持ちになること請け合いで
す．ぜひ一読をお薦めします．
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